
大学在学中に会計士試験に合格したも

のの、あえて監査法人への進路を選ばす、

次世代の教育と会計士を目指す学生支援

に従事。独自の生き方をしながら、真のグ

ローバル人材とその役割を模索する山本

さんに、全会連と、そしてご自身の壮大な

ビジョンについてお聞きした。

コンセプトは
「想像から創造へ」

―会計士を目指したきっかけから教えてく
ださい。

　父親が国際協力機構（JICA）に勤務し

ていた関係で、小学生のときに数年間、ロ

ンドンに住んでいました。当時から、“将来

的には海外で働きたい”という思いはあ

りました。父が、英語が堪能な人だったの

で、自分にもできないわけがないだろう

と思って大学に入りましたが、周囲には流

ちょうに英語を駆使できる人がたくさんい

て、今の時代、語学だけで勝負するのは難

しいだろうと思いました。そこでもうひと

つ、プラスアルファの武器があれば希少性

が高まって、海外で働くという夢が実現で

きるのではないだろうかと考えました。

　商学部に在籍していたので、先輩や同

級生から、こんな資格があるよと紹介を受

けて、たまたま目の前にあったのが公認会

計士の資格でした。その当時は、会計士が

どんな仕事なのかもわかってはいません

でしたが、なんとなくビジネスに関係する

資格っぽいと思って勉強をはじめました。

―「全会連」を設立されたのは、どのような
きっかけからだったのでしょうか。

　大学2年生になって、会計士を目指す

学生たちが集まるサークルの代表をやる

ことになりました。その流れで、大学の代

表として他の大学にある会計サークルと

の合同イベントを企画したり、ゼミの代表

や卒業生の集まりの幹事などの役割をす

るようになりました。徐々にノウハウが貯

まっていって、大学4年の時に、現在の「全

会連」を設立することになりました。

　設立趣旨は、会計士受験生のドロップ

アウトを防ぐというものです。自分は周囲

に同じく会計士の勉強をしている仲間が

多くいたので、彼らと情報交換をしたり、

刺激しあったりして、ライバル兼仲間みた

いな感じで一緒に勉強する文化ができあ

がっていたのですが、他大学の話を聞く

と、受験生の友達が一人もいないとか、

予備校に行っても誰とも話さずに帰るの

が当たり前だとか、そんな話を聞いて “そ

れってモチベーション下がらないのかな？ 

何とかならないのか？” と考えるようにな

りました。

　私が以前、講師をしていた大手資格学

校でも、最初に入会した学生のうち60%

ほどは、短答を受ける前に受験勉強をや

めてしまうという時がありました。もちろ

ん辞めていく人の中には、会計士以外の

次の目標を見つけていった人もいますが、

本当は続けたいのに、これ以上孤独に耐

えられなかったり、頼れる環境がなくて辛

かったりで辞めるという人も多くいまし

た。そういったドロップアウトしてしまう人

を減らす一つの方法として考えついたの

が、受験生のコミュニティでした。会計士と

いう同じ目標を持った同世代の仲間がい

ることで、時に励まし合い、時に高め合い

ながら受験生活を送ることができるので

はないかと考えました。そしてそれが受験

生だけの横のつながりだけでなく、すでに

合格した先輩会計士ともつなげることで、

受験生が憧れたり、目標とする先輩を見つ

けたりできると思いました。

　この受験生のドロップアウトを防ぐとい

う団体趣旨は、当然、現在でも残っていま

すが、私たちにはそれと同様に大切にして

いる理念があります。それは、「想像から創

造へ」というコンセプトです。業界内を見て

いると、例えば愚痴や文句だけを言って終

わるような飲み会って結構多くて、そういう

のって少しダサいって思うのですよね。そう

ではなく、もっと建設的な話をしたいなと

･･･しかも、口で言っているだけでなく、実

際に行動に移して、それをしっかり形にし

ていくところまでやれれば理想系です。

　なので、例えば去年あった話だと、全会

連メンバーの飲み会の場で “会計士資格

を取得したばかりの若手には、海外に行

くチャンスってなかなかないよね” という
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話があがりました。私たちはそれを、単な

る愚痴としては終わらせません。その場に

いるみんなで “じゃあ、いったいどうしたら

いい？” という話が始まって、 “全会連で学

生合格者向けの海外インターンプログラ

ムを作ったらどうか？” という提案が出ま

した。そこで、すぐに海外で働く先輩に電

話して、「こう言っている学生がいるけれど

も」というところから、その先輩の働いて

いる海外ファームの責任者の方につない

でもらって、実際に学生の会計士試験合格

者が海外の会計事務所で1カ月インターン

するプログラムを実現しました。

　このように、全会連では、定例ミーティン

グや飲み会の場で、メンバーに自分の夢

や、やりたいことをどんどん語ってもらっ

ています。そして、それをみんなでブラシュ

アップして、実現に持っていきます。また一

方で、幹部メンバーの役割は、若い世代が

やりたいと言い出したことに対して、自分

の持っているものをできるだけ提供して

います。しかも “チャレンジして失敗したら

僕たちが責任取るから、好きなことをして

いいよ” と自信を持って語ることこそ、リー

ダーとしての責任だと感じています。これ

までも、学生たちの発案によって地方の受

験生向けイベントを企画したり、AI専門の

学生団体と提携してイベントを実施したり

しました。とにかく企画者がアツく語って

他のメンバーに熱意が響いたら、あれよあ

れよという間に決まってしまう、そんな文

化があります。

　やはり、僕が全会連を通して一番実現し

たい世界観というのは、「皆が恥ずかしが

らず、自分のやりたいことや夢、ビジョンを

語りあえる世界」というものなのだと思い

ます。

自分が考えたことを
ゼロイチで作っていく

―山本さんは、専門学校の講師をしなが
ら、全会連の活動を行ってきましたが、
そもそも公認会計士の資格保持者とし

ては異色の経歴とも言えますね。あえて
就職先に監査法人を選ばなかったのは
なぜですか？

　一言で言えば、あまのじゃくみたいなも

のなのです(笑)。私は21才の時に会計士

試験に受かったのですが、当時の合格者の

平均年齢は26歳ぐらいで、就職も売り手

市場な時期でした。なので、なんとなく後

５年は好きなことや、やりたいことをやっ

て、26才になったとき、もう一回、監査法人

で新人からやり直してもいいんじゃないか

と思っていました。そんな時、尊敬する先輩

講師の方に「講師やってみないか」と言わ

れ、二つ返事でお引き受けしました。

　会計士というセーフティーネットがあっ

たから失敗してもなんとかなる！と思い、

どんどんチャレンジができた、という面は

大きいと思います。

　監査法人にすぐに行かなかったもう一

つの理由は、合格当時、「監査法人に行っ

て何を学びたいか」という問に対する明

確な答えが見えていなかったからです。監

査法人に行くと決めた場合、少なくとも平

日の日中の時間は監査法人業務に時間を

とられて他のことができなくなる訳ですか

ら、監査法人に行って何がしたいか、何を

学びたいかが明確でないと、周りに流され

て終わってしまうな･･･と感じていました。

―現在は、全会連の代表以外に、どのよう
なお立場で、どのような仕事を進めてい
るのですか。

　合格してから４年間ほど専門学校の講

師をしていましたが、今はスタートアップ

企業の取締役CFOをしています。自分の

中で教育という分野は大好きで、やりがい

もあり、生涯関わっていたい分野なのです

が、受講生さんが目標に向かって毎日頑

張っている姿を見て、自分も、もう一度大

きな目標に向かって夢中で頑張ってみた

いと思うようになってしまい、実務の分野

に飛び込みました。

　そして実務の分野で、若い世代でも成果

を出せそうなものはあるかな？と思い、探

したところ、既存の監査やデューデリジェ

ンス、アドバイザリーでは、もう年齢や経験

年数の差が如実に出て先輩方に勝てない

から、誰もやってないことをやろうと思いま

した。そう考えて出た結論が創業初期の企

業のCFOみたいなポジションでした。この

分野って、なかなかお金にもならないので

やっている人が少ないんですよね。そこで

2016年ごろから、私と同世代の仲間が起

こした会社何社かに外部アドバイザーみ

たいな感じで関わりだしたのです。しかも

全部無料で。現在、私が所属するアオイエ

も最初はそんな形でジョインして、業績が
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上向いた時点で報酬をもらうようになりま

した。ただ、この初めての報酬をもらうまで

も、実は１年と11カ月かかりました。なの

でそれまでは、一切報酬はもらえず、自分

で交通費を払って仕事をしていました。な

ので、初めて報酬をもらった時は、大学生

で初めてアルバイトをして給料もらった時

以上に感動したものでした。

―そういった創業初期の会社に対して、
会計のバックグラウンドを持っていると
どのようなバリューが提供できるので
しょうか。

　会計士って、何でもできるようで、実は何

もできないとわかりました。最初は、それ

こそ意気揚々と入っていったんですよ、会

計とかのアドバイスしてやるぜ！みたいな

感じで。ところが、確かに仕訳とか、決算書

について聞かれたら答えられるのですが、

そんなことって会社では大して問題になら

なくて、最初にきた相談が会社の定款をつ

くる話とかだったんです…。

　会計士と言うと、相手から「難しい話は

なんでも知っている」と思われることも多

いです。でも、税務の相談をされても十分

期待に応えることができないし、労務もよ

くわからない。試験勉強の中で少しだけか

じった企業法の範囲でしか答えることが

できなし、知らないことがたくさんあるの

ですよ。何でもできると思って入ったら、何

もできないという現実がありました。

　その一方で、逆に言えば、何でもできる

と思ってもらえるのは価値だとも思うので

す。仕事はたくさん振ってくれますから、ス

タート段階で他の人よりアドバンテージが

持てているのは会計士の強みかなと思い

ます。 

　そういった形でとりあえず入っていっ

て、例えば今いるアオイエでは会計、税務、

法務、労務などの守りのバックオフィスと

資本政策や事業戦略策定などの攻めの業

務の両方をしています。こういった幅広い

業務を担当させてもらえるのは、会計士の

強みだと思います。会計士であるというだ

けで良いチャンスが自分の目の前を通る

率は他の職業より高いです。もちろん、そ

のチャンスをものにできるかはその人次

第ですが、専門外だから、とか、まだ自分に

は早いとか言って断ってばかりいるとチャ

ンスが巡ってくる機会はすぐに減ってしま

うように思います。

「インターナショナル」ではなく
「グローバル」

―もともと、海外で仕事をしたいという思
いがあった山本さんですが、海外の会計
士資格には興味はなかったのですか。

　当時、U.S.CPAみたいな資格の存在を

知らなかったというのが正直なところです

が、だからといって存在を知った今、それ

を取ろうとも思ってはいません。例えば、

海外の大学に留学して、そこで会計学を

専攻して、海外の事務所に入ってU.S.CPA

を取得。そのまま海外で活躍する流れっ

て、結構ライバルがいると思うのです。　

　自分のやり方として、「人がやらないこ

とをやる」というこだわりがあって、自分を

最初からオンリーワンという状態にしてお

いて、そのまま上がっていくほうが良いと

考えています。要するにライバルが多い状

態が嫌なんです。比べられたくない、放っ

ておいてほしいタイプ。会計士でありなが

ら、あまり一般的ではない、よくわからな

い道を突き進んでいって、その後グローバ

ルな道に行ったら、それはかなりレアな存

在になります。今、私の中ではグローバル

人材の再定義というのが大きなテーマに

なっているので、そこら辺を固めてから海

外に行っても遅くはないと思っています。

―山本さんが考える“グローバル人材の
定義”ってどのようなものでしょう。

　日本においては、「国際」というひとつ

の言葉しかないのですが、英語では「イン

ターナショナル」と「グローバル」という二

つの表現があり、この二つはそもそも語

源が違います。「インターナショナル」は、ナ

ショナルのインターなので、国と国の間で

どうなるのかという話。例えば日米とか米

露とか、そういった捉え方になるのですが、

「グローバル」の語源は “グローブ＝地球” 

なので、地球全体でどう考える？という話

となり、両者は似て非なる言葉なのです。

　これを会計士に当てはめて考えると、日

本の会計士が海外の会計事務所で何年か

働くとか、IFRSに詳しくなって日本企業の

海外進出の手助けをするというのは、国の
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壁を越えて、言語の壁を越えて仕事をする

という形なので、インターナショナルより

の発想だと思っています。

　一方、私が考える真のグローバル人材

とは、貧困とか環境問題とか、一国ではな

く、「地球全体で」考えていかなくてはいけ

ない問題の解決に寄与できる人材のこと

だと思っています。

　現在、私が思い描いているのが、2015

年の9月に国連サミットで採択されたSDGs

（Sustainable Development Goals）

のように、世界規模で解決しなくてはなら

ない課題に対して、会計士の立場で役に立

てないかという話です。地球全体で考える

ことができる人材って、まだこの業界には

少ないのではないかと感じています。

　SDGsには貧困や教育、飢餓、ジェン

ダー平等など17の課題があって、 “その分

野×会計士” で解決できるものはないだろ

うか？例えば、監査という文脈でいえば、

人権を無視していたり、環境を破壊してい

る企業に対しては、監査報告書で適正意

見を出さないとか、追記情報でそれらのこ

とにも言及するとか。それは会計士だけで

なく、法律家や社労士など他のプロフェッ

ションとのコラボレーションの中で、新しい

監査基準を作るなどの大きな枠組みの中

で、地球規模の課題の解決に寄与できな

いものかと模索しています。一見、突拍子

のないような話に思えるかもしれません

が、私の中では徐々に段階を踏んで、しっ

かりと実現に近づけていくつもりです。

―ものすごく大きなビジョンですね。それ
を実現するには、今後、どのようなキャ
リアを積んでいかれるつもりですか？

　今はまだ、日本国内でやりたいことが多

くあって、例えば2年間、留学して日本を離

れるロスは大きいと思っています。なので

しばらくは日本の中で活動を続けていた

いですね。ただ、一方で海外での最先端の

議論や、海外の同世代が何を考えている

かについては、しっかり触れておきたいの

で、可能であれば年に一度は国際会議と

かに参加して、そういった話に触れておき

たいと思っています。そして、20代のうち

に日本でできること、そしてどの分野で、ど

う勝負するかの方向性を見定め、30代に

なったらグローバルな舞台で勝負をかけ

たいと思っています。

―今後の全会連は？

　私達が、「想像から創造へ」という理念

の先に見据えているのは、「私たちが10

年後、20年後の未来を創っていく」という

ミッションです。自分たちがリーダーとなる

世代になったときに何をすべきかというこ

とを、今の段階からしっかり見据えておこ

うと思っています。

　この全会連も、いよいよ４期目に突入し

ました。若手を中心に、皆が夢を語り、ベ

テランがその実現をサポートするという

全会連の文化を徐々に広めていきたいと

思っています。

　自分の中では、とにかく「皆が自分の夢

ややりたいことを自信を持って語り、それ

に向かってチャレンジできる世界を創りた

い」という想いが大きいです。その中で、

それぞれが具体的に何をやるかはその人

自身が考えていけばいい。人脈とかネット

ワークとか、そういうダサい、旧態依然とし

たものではく、ユニークで活き活きとした

魅力的な会計士が、夢を語り合って刺激を

受けあえるような、「弱いつながり」の場を

全会連を通して創っていきたいです。

このインタビューは2018年5月1日に実施されました。
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